
平成２２年度学校評価（全日制）

平成２２年度 学校自己評価表〔全日制〕

香川県立坂出工業高等学校

◆学校運営方針

学 校 運 営 方 針 評 価

教職員一人ひとりが工業高校の使命を自覚し、地元企業などの協力を得ながら、高度情報化社会

に対応する専門的技術を習得したスペシャリストの育成を目指す。また、学習指導要領の趣旨を

ふまえ、基礎的・基本的な知識技術や正しい判断力、さらに豊かな創造力を身につけた人間を育

成するよう組織的に取り組む。

Ｂ

◆年度重点目標および具体的目標

２ ２ 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

１ 確かな学力の育成

・生徒の学ぶ意欲を高め学習習慣の定着を図るとともに、工業に関する専門的な知

識・技術を含め、基礎・基本の定着を図るため、指導方法の工夫や授業評価の改

善を進める。

・実習等の授業や特別活動等において、ものづくり体験を多く取り入れ、技術者に

求められる実践力を育てる。

・計画的な資格取得指導を徹底するとともに、学習の理解度を確認するための各種

テストを実施し自己啓発を促すとともに、個に応じたきめ細かい指導の実践に努

める。

２ 進路指導の充実

・進路選択につながる職業観や勤労観を育成するため、各学年等において、インタ

ーンシップや職場見学会などを活用して、系統的な指導を進める。

・就職内定率 100％を目指して、進路開拓や就職相談を進める。

・国公立大学等への進学に対応できる学力を身につけさせるため、徹底した学習指

導を進める。

・社会人に求められる規範意識や心身の健康、コミュニケーション能力等を育てる

ために、部活動や奉仕活動等に積極的に参加させる。

３ 豊かな心の育成

・「挨拶をする」「身の回りをきれいにする」「高校生らしい服装をする」「時間

を守る」を徹底して指導する。

・集団の中で生じる問題を早期に発見して対応できるように、生徒理解のための働

きかけをする。

４ 信頼される学校づくり

・ホームページ・携帯閲覧サイト・坂工だより等を有効に活用して、学校の情報を

より広く提供する。

・ものづくりの技術を活かして、地域に貢献することを目的とし、イベントを企画

したり、地域の行事により多く参加させたりする。

・学校内外での事故防止や事故対応マニュアルを確認し、常に教職員が適切・迅速

に対応できるようにする。

・情報セキュリティー実施手順、個人情報管理票により個人情報の漏洩防止対策を

徹底する。

◆本年度の成果

(1) 「教育課程・学習指導」

・電工２種は技能試験の合格率が良好であった。電工１種は３年生が７名合格し、昨年より成果をあ

げた。

・危険物乙種全類１５名、甲種は３名が合格し、昨年より好成績であった。公害防止管理者国家試験(ダ

イオキシン類)も昨年を上回り４名が合格し、３年連続１０代での合格者全国１位を維持した。

(2) 「生徒指導」

・中退者・長期欠席者共に目標の１％以内にとどまり、懲戒指導を要する生徒が減少し、欠席者も減

少した。

・関係機関との連携も密にとれ、充実した交通安全教育や薬物乱用防止教室等が実施でき、生徒の安

全に対する意識や規範意識の高揚が図れた。

(3) 「特別活動」

・生徒のボランティア活動への意識が高まり、清掃奉仕活動等において近隣の方々からお褒めの言葉

を頂くなど、大きな成果があげられた。
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(4) 「進路指導」

・インタ－ンシップと工場見学を全科で実施し、専門の学習を深めるとともに、就業意識が高まり、

進路選択に大いに役立った。また、ほぼ１００％就職内定を実現できた。

・進学コースを中心に志望校に応じた個別指導を行い、入試に対応できる学力を身につけさせた。そ

の結果、国公立大学に３名が合格した。

(5) 「安全管理」

・防災講話・避難訓練における生徒の行動は概ね良好であった。

・各科・週番職員等による日々の校内巡視や学期毎の校内防災査察を実施した。適宜生徒への危険箇

所等の周知・指導を行い、点検不備等による事故はなかった。

(6) 「保健管理」

・水質検査や教室等の照度検査を定期的に行い、校内における環境衛生の改善を図ることができた。

また、保健だよりの毎月の発行により、生徒の健康管理能力向上の手立てとなった。

(7) 「研修」

・授業相互参観や公開授業、初任者研修での研究授業など授業研修の機会が多く設定された。また、

「ものづくり」における先進校の視察を行い、「ものづくり」や各種競技大会への参加への取組み・資

格試験指導等において大いに参考となる点が有り、本校教員の指導力向上をはかる刺激となった。

(8) 「保護者・地域住民との連携」

・学校だよりの大幅な充実やホームページの更新にも努め、保護者・地域の方々への充実した情報提

供が行えた。

・体験入学や小学生親子ものづくり教室には昨年以上の参加があった。アンケートで高評価が得られ、

開かれた学校づくりおよび地域との交流の所期の目的を達成することができた。

◆次年度への課題

(1) 「教育課程・学習指導」

・ものづくり教育をさらに充実させるとともに、各種競技大会やものづくりコンテストにより積極的

に参加することなどにより、工業のより高い実践力の育成に努める必要がある。

・平常日に家庭学習をほとんどしない生徒が約７割を占めるが、６割の生徒は自分自身の学習時間が

短い事を自覚している。この意識を家庭学習用の課題などで、家庭学習時間の増加に結び付け、家庭

学習習慣の定着を図る必要がある。

・各科で資格取得を目指した課外指導等を行い、充分に成果を上げているものもあるが、中には部活

動や他の勉強と重なるなど、学習が不十分で合格率が低いものもあり、対策を必要とする。

(2) 「生徒指導」

・関係機関と連携し、生徒の規範意識の高揚を図った。大きな問題行動は少なく成果が現れているが、

依然一部に意識の薄い生徒がいて、今後とも継続的な指導が必要である。

・事情により年度の途中で退学した生徒、長期欠席者、また一部に欠席・欠課の多い生徒がいる。家

庭およびスクールカウンセラー等の協力を得ながら、問題を抱える生徒への支援を行う必要がある。

(3) 「進路指導」

・本校の就職率の良さは多分に地元企業と本校との長年の絆に支えられ、先輩の活躍に負うところも

大きい。生徒は自分の力で就職内定を勝ち取ったと錯覚している点があり、意識改革が必要である。

・基礎学力、基礎知識の定着が十分とは言えない。また、将来を見据えた志望校の選択がなされず、

安易に指定校に流れている生徒も一部に見受けられた。早期から目標を持たせ、より計画的に進学指

導を進める必要がある。

(4) 「特別活動」

・部活動では生徒が活躍し例年以上の成果を上げている部も多くある反面、１年生で部活動を退部し

た生徒が例年よりやや多い。３年間頑張らせる指導に加えて退部者に対する生活指導も重要である。

・部活動単位での自主的・継続的な清掃活動や近隣の保育所等との交流を、より一層進める。

(5) 「保健管理」

・インフルエンザの感染者は少なかったが、今後も感染症に関する講話等を実施し、ホームルームの

テーマについても感染拡大防止につながるものを取り上げていきたい。

(6) 「安全管理」

・生徒には、使用機会ごとに安全な使用方法について指導しているが、生徒の不注意による小さな事

故も多少あり、今後、より一層安全教育の徹底が必要である。
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◆評価段階

A 達成できた

B ほぼ達成できた

C あまり達成できなかった

D 達成できなかった

◆学校自己評価

分類 分掌 評価指標 評価規準

評価

具体的結果・根拠
小
項
目

大
項
目

教

育

課

程

・

学

習

指

導

教務
魅力ある授

業の提供

生徒からの授業評価および、教員

による相互授業参観を年２回ずつ

実施して授業を改善し、より魅力

ある授業の実現を図る。

授業評価、相互授業参観ともに予定どおり

２回実施した。授業評価の結果を各教科担

任が授業において生徒に説明し、改善案を

示すなどフィードバックした。

B

B

教務

学習習慣の

定着と基礎

学力の充実

自主学習の時間等により学習習

慣の定着を図るとともに、評価や

指導の工夫等により、学習やテス

トへの意欲を持たせ、基礎学力の

向上をめざす。

評価方法を教科内や教務で協議、検討改

善した。指導においては特に定期考査の成

績不振者への事後指導を学校全体で取り

組み、ある程度、意識改革ができたと思わ

れる。

B

1 年団
基礎学力の

定着

定期考査時の家庭学習を充実さ

せる。小テスト等を活用し、学習に

積極的に取り組ませる。

小テストの事後指導などに積極的に取り組

んでいる。その効果が表れるまでにはまだ

しばらく時間が必要だと思われる。

B

機械科

専門分野に

おける実践

力の育成

生徒全員に、作品の製作をとおし

て技能を身に付けさせる。また、昨

年度よりさらに資格等を積極的に

取得させる。

公開展の年であるため、生徒は作品製作に

取り組んだ。資格取得は例年並み
B

電気科
資格取得の

充実

１年生で計算技術３級・情報技術

３級の全員合格、２年生で電工２

種合格、３年で電工１種,電験３種

の合格をめざす。

計算技術検定はほぼ予定どおりの結果で

あった。電工２種は筆記試験では振るわな

かったが、技能試験の合格率は良好であっ

た。電験３種は科目合格にとどまった。電工

１種は３年生は７名合格し、昨年よりは増加

した。

B

建築科
資格取得の

充実

トレース検定、標準テストの９０％

合格をめざす。

トレース検定は 1 学期末から指導を始め、

課題を与え指導中である。
B

化学工

学科

資格取得の

充実

危険物乙種取得９０％以上、甲種

及び乙種全類取得表彰者数にお

いて前年を上回る。公害防止管理

者ダイオキシン類合格者数全国１

位を維持する。

危険物乙種全類１４名、甲種３名はいずれ

も昨年を上回った。乙種取得３年は９４％で

目標達成した。２年は８３％で次回に期待す

る。ダイオキシンは４名合格で昨年を上回

り、３年連続１０代での合格者全国１位を維

持した。

Ａ

国語科
実践的国語

能力の育成

読む、書く、聞く、話すの各活動を

とおして、十分に理解し、適切に表

現できる言語能力を身につけさせ

る。

漢字テストの事後指導を通じて語彙力充実

に努めた。また、三年生については実践的

な指導に力を入れた。

B

地歴公

民科

基礎学力の

定着・向上

授業内容を精選し、生徒が興味・

関心を持つようなわかりやすい授

業を立案し、基礎学力の向上を図

る。

復習の時間を取り入れるなど学習内容の定

着をはかった。
B
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数学科

個々の能力

に応じた指

導の徹底

課外や個別指導を行い、基礎学

力および入試に対応する力を身に

つけさせる。

課外の計画的な実施や１日１題プリントの

活用等で個々の能力に応じた指導を実践し

た。

B

理科

基礎・基本

を重視した

授業

基本事項の復習や、問題演習の

時間を確保する。

単元毎や考査前に復習の時間を設定した

が、授業進度の関係で時間的に少ないクラ

スもあった。

B

英語科
基礎学力の

定着・向上

英単語テスト・実力テストを充実さ

せ、事前事後指導を徹底し、基礎

学力の定着を図る。

英単語テスト・実力テストの前には、宿題や

自主学習プリントを課し、提出の徹底を図っ

た。また、事後には、成績不振者を対象に、

追試や居残り学習を実施し、全員が合格す

るまで指導をした。まだ結果にはっきりと現

れてはいないが、生徒の学習に対する意識

が以前より高まった。

B

保健体

育科

生涯スポー

ツに向けて

の実践力の

育成

仲間と協同して体を動かすことの

喜びや達成感を体験させ、生涯ス

ポーツに結びつける。

多くの生徒が意欲的に活動しており、概ね

目標は達成できている。しかし、一部の生

徒は種目によっては積極性がないので、今

後の課題として捉えている。

B

家庭科
生活的自立

力の育成

被服実習、食物実習等を通して基

礎的な知識・技術を習得させ、家

庭生活において実践できる力を養

う。

ほとんどの生徒が意欲的に取り組んでいる

が、一部に意欲のやや低い生徒も見られ

る。毎時間の振り返り学習や実技テスト等

を取り入れて、学習内容の定着をはかっ

た。

B

音楽科

芸術的な感

性・創造的

な表現力の

向上

高校生に親しみやすい楽曲も取り

入れながら、歌唱・器楽演奏など

を積極的に行い、基礎的な奏法を

正しく身につけさせ、かつ１人１人

の個性を生かした表現力を養う。

ギターの基礎、その実技試験も順調に進

み、グループごとの合奏まで到達している。

現在は生徒達の自主性と協調性を生かし

つつ、作品を仕上げる段階に入っているも

のの、クラスによって進度に差ができてい

る。

B

生

徒

指

導

生徒指

導

基本的生活

習慣の 確

立

家庭と連携し、中退者１％以内、

長期欠席者１．５％以内にする。ま

た、懲戒者や欠席者・遅刻者の減

少をめざす。

中退者・長期欠席者共に数値以内である。

懲戒者は減少している。欠席者・遅刻者に

ついても、減少している。

Ａ

B

生徒指

導

安全教育と

規範意識の

高揚

登校指導や校内巡視、校外補導、

運転免許センターや自動車学校

等の巡視を定期的に実施し、事故

の減少をめざす。

先生方の協力を得ながら実施し、徐々に成

果が表れ補導された生徒いなかった。
Ａ

生徒指

導

外部との連

携強化

警察等の関係機関と協力して、交

通安全教育や薬物乱用防止教

室・防犯教室を実施するとともに、

少年育成センター・ＰＴＡ等と合同

で校外補導等を行い、連携に努め

る。

関係機関と協力して、各行事を開催してい

る。校外補導等も関係機関と連携しながら

行った。

A

教育相

談

相談しやす

い環境作り

スクールカウンセラーによる個人

面談を昨年度以上に実施し、生

徒・保護者の相談に早期に対応す

る。

スクールカウンセラーによる面談を継続的

に実施した。
B

教育相

談

不登校傾向

生徒、特別

支援を要す

る生徒、保

護者への適

切な対応

不登校傾向のある生徒、保護者

への対応を工夫するとともに、特

別支援が必要な生徒に対しての

支援体制を確立し,チームとして対

応する。

担任を通じて不登校傾向の生徒に対し面談

を計画した。

アンケートにより支援の必要な生徒を抽出

し、支援体制作りを検討した。

B
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機械科

基本的な生

活習慣の確

立

服装、挨拶、言葉遣いなどをきめ

細かく指導する。

特定の生徒が度重なる指導にも関わらず

改善できない面がみられた。
B

電気科

基本的な生

活習慣の確

立

保護者との連絡を密にして、出席

率 98.5％をめざし、学習習慣を定

着させる。

数名の特定生徒の遅刻、欠席の回数が多

く、あまり改善されなかった。
B

建築科

基本的な生

活習慣の確

立

家庭との連絡を密にして遅刻・欠

席をなくし、良好な学習環境を整え

る。

欠席率、遅刻率とも平均 1％以内であり、学

習環境が整えられるようになってきた。
B

化学工

学科

基本的な生

活習慣の確

立

ＳＨＲ時の担任による注意、職員

室入室時の全職員による声かけ

等を通じ、基本的な生活習慣の確

立と生徒の状況把握を行う。

ＳＨＲ時のバッジ、ネームの指導などは継続

して実施できている。
B

特

別

活

動

特別活

動

ボランティア

活動の充実

生徒のボランティア活動やリサイク

ル活動などへの関心を高め、積極

的に参加する態度を養う。また、

保育所との交流や清掃奉仕などを

とおして、社会性を身につけさせ

る。

部活動単位の清掃活動や保育所との交流

等は引き続き積極的に行われている。ま

た、共同募金呼びかけ等の活動にも参加

し、ボランティア意識は徐々に高まってきて

いる。

B

B
特別活

動

部活動の活

性化

１年生の入部率を上げ、全国大

会出場数を３以上、四国大会出

場数を５以上、それぞれの達成

に向けて競技力の向上に努め

る。

1 年生の入部率は高くなった。しかし、退部

者数も増加傾向にあり現在の課題となって

いる。全国大会及び四国大会出場数はほ

ぼ達成できている。

B

人権・同

和教育

効果的なＬＨ

Ｒ活動の推

進

ＬＨＲの計画と指導案の見直し作

業を行う。

LHR と学年集会１０回中、３回分の見直しを

した。
B

進

路

指

導

進路指

導

職業観・勤

労観の育成

インターンシップや職場見学会、

社会人講師の招聘等を通して、勤

労意識の向上や社会人・職業人と

なるための自覚を持たせる。

建築科は７月に、他の３科は１１月に計画ど

うり実施し、報告会を各科で行った。
A

A

進路指

導

進路支援の

推進・充実と

進路希望の

実現

応募前の職場見学会やオープン

キャンパスへの参加を積極的に促

し、ミスマッチが起こらないよう指

導する。

企業訪問や学校訪問を積極的に

行い、正しい情報の収集と追指導

を実践する。

全国的に高校生の求人状況が過去最悪で

あるにもかかわらず、本校生徒は例年とほ

ぼ同様なペースで内定を得ることができた。

1/１４現在の民間企業内定率は９８．６％で

ある。（公務・縁故を含めると９８．７％）

A

進路指

導

進学指導の

充実

明確な目的を持った進学意識の

向上を図る。

基礎学力の定着から、高度な応用

力の育成までの指導を実践する。

大学教育に対応できる能力が定着しておら

ず、目標に到達するために努力しようとする

意識の低い生徒が多い。

B

２年団
進路意識の

高揚

進路について自ら調べる態度を養

い、３年次の進路選択が適切にで

きるよう指導する。

ホームルームや保護者懇談、インターンシ

ップ等を通して進路意識は高まりつつある

が、まだまだ意識の低い生徒も少なくない。

B

３年団
適切な進路

の決定

早期に生徒の進路意識を高め、保

護者との情報交換もさらに図りな

がら、目標の達成に向けて積極的

に取り組むよう指導する。

進路意識の向上に努めたが、残念ながら一

回目の就職試験受験者のうち、１割強の生

徒が不採用であった。但し、社会状況を考

慮しまた他校の状況と比較した時、まずま

ずの結果と考える。現在、就職希望者の内

１名のみ未定である。

A
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機械科
職業観・勤

労観の育成

インタ－ンシップや企業実習をとお

して適切な進路を選択させる。

約２割が不採用であったが社会状況や他校

の様子と比較しても悪い結果ではないと思

う。

A

電気科
職業観・勤

労観の育成

インターシップをとおして専門性、

勤労観を育み、職業選択に役立て

る。

インターンシップは１１月に実施した。就職

内定率は厳しい中でも昨年並みの内定率

であった。

A

建築科
職業観・勤

労観の育成

インターンシップをとおして勤労の

精神を養い、そこで学んだ知識を

進路選択に役立てる。

インターンシップで建築実務を経験し、勤労

の大切さを学んだ。体験した企業に就職す

る生徒もおり、進路の決定に効果は大きか

った。

A

化学工

学科

職業観・勤

労観の育成

進路指導部と連携をとり、１年次に

工場見学、２年次全員にインター

ンシップ、３年次に企業実習を実

施する。さらに、就職・進学希望者

ともに１００％の進路先決定をめざ

す。

５月に１年生に工場見学、３年生に企業実

習を実施した。２年生に対するインターンシ

ップも全員の生徒が専門性の高い企業にお

いて参加でき、成果があった。就職試験の

内定者は１００％である。進学希望者も全て

進路先が決定した。

A

進学コー

ス

進学指導の

充実

大学入試に向けて応用力を身に

付け、大学入学後の学習等に対

応できるだけの力を養う。

課外や校外模試を通して受験生としての基

礎力養成を図った。学習習慣がある程度定

着し、受験生としての意識が高まった。進学

コースの５名中３名が国立大学に合格し

た。

B

安

全

管

理

学校全

体

危機管理能

力の向上

防災講話・避難訓練・交通講話・

防犯教室・ホームルーム活動など

をさらに充実させ、教職員及び生

徒の危機管理の意識を高め、事

故を回避できる能力、事故発生時

の対応能力を向上させる。

避難訓練では緊急地震速報を使い、昨年よ

りも早く避難ができ、防災講話とともに、防

災ホームルームを１年(台風)、２年(地震)、３

年(まとめ)と学年ごとに段階的に行えるよう

に取り組んだ。

B

B

学校全

体

危険物等の

適 切 な 管

理・取扱い

実習機器、機材、薬品などのチェ

ックを常に行い管理に万全を期す

とともに、生徒の安全に対する意

識をさらに高め、実習などの使用

時における安全指導を徹底する。

安全に対する教職員の意識は高く、機材や

薬品等の管理がきちんとなされている。生

徒には使用機会毎に安全な使用法につい

て指導しており、生徒の不注意による小さな

事故も多少あったが、実習等は概ね安全・

円滑に実施された。

B

保

健

管

理

保健

感染症の早

期予防対策

の徹底

感染症に対する予防対策を知ら

せ、自己の健康管理等の一助とす

る。

麻しんの予防接種の完全実施を

めざす。

保健室だよりを毎月発行し、生徒へ健康管

理について啓発を行った。１０月の段階で、

麻しんの予防接種の接種率は 66.7％となっ

ていたので、未接種の生徒に対して予防接

種の呼びかけを行ったところ接種率は 75％

となった。

B B

組

織

運

営

教育研

究

校内ＬＡＮの

活用

ネットワーク環境の利用促進とセ

キュリティ確保の両立を図る。

問題なく活用されているが、教育支援サー

ビスの活用をＰＲする必要がある。
B

B

事務
適正な会計

事務の執行

学校会計負担区分基準表に則っ

た、適正な会計事務の執行に努め

る。

「学校会計負担区分基準表」を確認しなが

ら日々の会計事務に努め、これまでの執行

状況についても、再確認を行った。

B

学校全

体

校務運営の

機能化、効

率化、個人

情報保護

各科、分掌、学年団、教科等相互

の情報の共有、組織間の連携に

努めるとともに、情報セキュリティ

委員会を中心に、情報資産の保

護および個人情報の管理を徹底

する。

主任を中心に校務の円滑な運営、情報の

共有化に努めたが、各科・分掌等で個々に

取り組む内容が多く、組織の連携が十分と

は言えなかった。個人情報保護については

情報セキュリティ実施手順に従って全教職

員が情報管理票により情報資産の管理を

徹底した。

B
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研

修

教育研

究

現職教育の

充実

各教科で授業研修を実施して、指

導力の向上を図る。各種研究会の

参加報告を行い、情報を共有して

指導に生かす。

よく活用されているが、教育支援サービス

の活用をＰＲする必要がある。
B B

保

護

者

・

地

域

住

民

と

の

連

携

教務
信頼される

学校づくり

ホームページや学校だよりを充実

させ、地域や家庭への情報提供に

努める。

坂工だよりは、昨年度（年４回発行）より大

幅に多い１２回発行した。

ホームページは昨年度より更新の頻度は多

い。

A

A

渉外
ＰＴＡ活動の

充実

近隣の高校と連携し、合同交通安

全活動や合同補導を実施する。

坂出市内四高校合同で連携して 7月と 9月

に夏季街頭補導を、4 月と 7 月に登校時合

同交通指導を実施した。また、坂工展では

保護者が中心となって、フリーマーケットと

喫茶バザーが行えた。

A

機械科
地域との交

流

小学生親子ものづくり教室などを

とおして地域との交流を図る。
好評であった。次年度は内容を検討する。 A

電気科
地域との交

流

小学生親子ものづくり教室を開講

して、地域に開かれた学校をめざ

す。

時間的にも内容面でも好評であった。とくに

本校生徒が参加者をよくサポートし、全員

が完成できたことが良かった。

A

建築科
地域との交

流

小学生親子木工教室を充実させ、

地域に貢献する。

多くの小学生と保護者に参加していただき、

良い評価を得た。継続しての開催を望む親

子が多かった。

A

化学工

学科

地域との交

流

ものづくりコンテストに参加し、四

国大会出場をめざす。さかいで塩

まつりや小学生対象の親子ものづ

くり教室、などのものづくり体験実

習講座および生徒への実技指導

講習会を実施する。

ものづくりコンテスト四国大会では、化学工

学科では過去最高の２位となった。塩まつり

も５万人の来場者があり、約２００名の方に

体験いただいた。親子ものづくり教室、生徒

への実技指導講習も行った。

A

施

設

・

設

備

施設整

備
環境整備

美化委員・奉仕部等を活用し、校

内清掃の徹底、校内緑化・花作り

を推進する。

美化委員による花を植える活動や、清掃道

具の修理等の活動ができた。市内清掃活

動は改善しながら、本年も実施することがで

きた。

B

B

事務 環境整備

生徒・教職員の要望を踏まえ、学

習環境や部活動における環境の

整備を行う。

機械科で使用している備品の修理や新体

操部ホッピングマット等の購入を行った。

又、２号棟の漏電箇所、溶接実習棟北側の

漏水箇所について調査を行い、不良箇所の

修繕を行った。

B

◆学校評議員学校評価集計表

評価項目 学校評議員の意見

学
校
行
事

公開授業 ５/８
静かに集中した授業が展開され、板書等の工夫も見られた。教師からの説明が多か

ったように感じられ、もう少し作業活動等の導入を望む。

体験入学 ８/２５・２６
多くの参加者があり、いい傾向だと思う。反応を今後の学校経営等に活かすことが大

切だと思う。

坂工展 １０/２２・２３

生徒と教師が一体となり、かつ各学科の専門性を活かした展示は、専門高校らしく好

感が持てた。こうした機会にプレゼン能力をより磨いてほしい。文化部の展示も少し増

やしたら良い。

その他
中学生とその保護者に対し、工業高校の魅力を十分にアピールできている。今後、内

容をより精選していければさらに良いと考える。
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各
種
評
価

学校評価

（保護者・教職員アン

ケート調査等）

きめ細かなアンケート実施と処理が行われており、全体的に評価結果は良くなってい

る。良くなった要因を見逃さず次に繋げることは重要である。PTA役員会や学校だより

等で示していくことがますます求められる。

生徒からの授業評価

5 月下旬

１２月上旬

教科担当から評価結果を生徒に開示して、授業改善策を提示している事は大変良い

が、実施の裏付けを確認する必要もある。生徒の約６割が、「授業が改善された」と答

えていることは評価できる。生徒からのアンケートは、生徒の授業に対する啓発の意

味も大きいと思うので、粘り強く取り組んでほしい。

公開授業アンケート 肯定的な内容であり、実施する意味は大きい。良い反応が多く、安心している。

その他 特記事項なし

各
種
指
導
項
目

教科指導

専門教科・普通教科

定期考査の成績不振者への事後指導を学校全体で取り組んでいることは評価でき

る。普通教科に比べ専門教科に対する評価が低い事については問題があり、本質・

原因を確認し改善を願う。公的資格取得の推進は、工業高校としての、専門基礎知識

向上への良い取り組みだと考える。

生活指導
素晴らしい成果が出ている。気持ちの良い学校訪問ができた。努力に敬意を表すると

ともに、今後もこの方向でお願いする。

進路指導

就職

進学

現状の厳しい環境の中、高い内定率を達成し、かつ、進学コース５名中３名が国立大

学へ合格しているなど高く評価できる。

施設設備
危険な実習機器・機材等もあろうと思われるが、常に安全・安心の徹底をお願いす

る。

部活動

運動部・文化部

健全育成の上からも、是非充実させることが大切である。部活動が活発に行われてい

るが、反面約２割の生徒が参加していないのは残念であるとともに、もう少し文化部の

部数が増える方が良いのではないか。

事務部 学費納入等に問題は生じていないか。

自己評価表
総合評価が昨年同様「B」評価だが、改善された項目も多くあり、改善が順調に進んで

いると感じる。評価において、具体的結果・根拠を書くようにしており具体的事例を極

力提示しようという試みは評価できる。

その他の評価・意見

学校評価のモデル校として、ここ数年の努力に敬意を表したい。各種評価項目に対し

て、真摯に対応している事は高く評価できる。坂工だよりの発行回数を１２回に増やし

たことは、学校の記録としての役割もあり評価する。評議員会に出席し感じることは、

先生方の学校を良くしようとする熱意を感じる一方、アンケート結果にとらわれ過ぎ

て、要因の分析まで至っていない所も少し感じた。結果をしっかり検証して、改善方法

を探し続けてほしい。ホームページの「中学生の皆さんへ」が活用されていないのは、

残念である。部活動が非常に盛んであるが、もう少し文化部が盛んになればより素晴

らしいと感じ、美術部や英会話部等があっても良いと思う。吹奏楽部が頑張っている

のは、素晴らしい。工業高校は、技術立国の日本において無くてはならない存在であ

ると考えており、今後もものづくり技術の魅力を生徒に伝え、日本の産業の根幹を支

える存在であり続けていただくことを期待する。


